
過剰適応者が抱える⼼理的負債感について 
―ソーシャルサポートの互恵性に着⽬して― 

キーワード：過剰適応，⼼理的負債感，ソーシャルサポート 
22008FRM ⽥村 菜々美 

 
問題と⽬的 

過剰適応とは，「環境からの欲求や期待に個⼈
が完全に近い形で従おうとすることであり，内的
な欲求を無理に抑圧しても外的な期待や欲求に
応える努⼒を⾏うこと」である（⽯津・安保, 
2008）。過剰適応とソーシャルサポート（以下，
SS）の関連について，過剰適応傾向者は周囲から
のサポート⾃体は得られているが，⼼理的負債感
の⾼さから，そのサポートが適応的な影響を及ぼ
していないことが⽰されている（⼩澤, 2016）。⼼
理的負債感は「好意を与えてくれた他者にお返し
をしなければならないという義務感」と定義され
ている（Greenberg, 1980）。⼼理的負債感と SS
の関連性として，SS の互恵性が挙げられる。周・
深⽥（1996）は，受け取る SS の量が多くて不均
衡である場合は負債感を感じることが⽰してい
る。そのため，過剰適応者が⼼理的負債感を抱え
る背景にも，SS の提供量及び受取量が関係して
いると考えられる。しかし，過剰適応者が他者に
どれだけの SS を提供したのかを検討した研究は
これまでになされていない。SS には様々な種類
があることから，SS の種類別に過剰適応者が抱
える⼼理的負債感に及ぼす影響についても検討
することで，過剰適応者への更なる理解に繋げら
れるだろう。以上より，本研究では過剰適応者が
抱える⼼理的負債感の実態について，SS の提供
及び受取量から検討することを⽬的とする。 

研究１ 
1.⽬的 

過剰適応者が SS の提供及び受取量をどのよう
に感じているのか，そしてどのような種類のサポ
ートがより⼼理的負債感に影響を及ぼすのかを
明らかにすることを⽬的とする。仮説は以下の通
りである。過剰適応群は，そうでない群（以下他
群）に⽐べて⼼理的負債感が⾼い（仮説 1）。過剰

適応群は SS の受取量と SS の提供量の差分が他
群に⽐べて⼤きい（仮説 2）。過剰適応群は情報・
道具的サポートを受け取ることが，⼼理的負債感
により影響を与えている（仮説 3）。 
2.⽅法 

1）調査協⼒者 A 県内の⼤学⽣・⼤学院⽣ 169
名を対象にアンケートを実施し，160 名（平均
20.26 歳，SD = 0.45）を分析対象とした。 

2）質問紙の構成 ①フェイスシート，②⼼理
的負債感尺度（相川・吉森, 1995），③④⼤学⽣⽤
SS 尺度（⽚受・⼤貫, 2014）（④では，森本（2006）
を参考に語尾等を⼀部変更し，提供する SS を測
定した），⑤過剰適応尺度（⽯津, 2006），⑥⾯接
調査実施に関する依頼書で構成された。 
3.結果・考察 

対象者に対して過剰適応尺度を元に K-means
法によるクラスタ分析を⾏った結果，他者志向群，
⾃⼰抑制群，⾮過剰適応群，過剰適応群に分類さ
れた。仮説 1 において⼀元配置分散分析を⾏った
結果，過剰適応群は他群に⽐べて⼼理的負債感が
有意に⾼いことが⽰され（F (3,156) = 20.62, p 
< .001），仮説 1 は⽀持された。⼼理的負債感と
過剰適応尺度の下位尺度全てで有意な正の相関
が⽰されたことからも，過剰適応であればあるほ
ど⼼理的負債感が⾼いことが⽰唆されたといえ
る。仮説 2 において，⼀元配置分散分析を⾏った
結果，過剰適応群は⾮過剰適応群に⽐べて SS の
受取量と提供量の差が有意に⼤きい傾向がある
ことが⽰され（F (3,156) = 2.56, p < .10），仮説
2 は可能性が⼀部⽰唆された。結果が有意な傾向
であることに加えて，SS の提供量と受取量の間
に有意な正の相関がみられたことから，過剰適応
者も SS の互恵性が働いていると考えられる。仮
説 3 において重回帰分析を⾏った結果，過剰適応
群における SS の受取量から⼼理的負債感への影

ー9ー



響は，どの SS においてもみられず仮説 3 は⽀持
されなかった。その理由として，過剰適応が⼼理
的負債感を内包している可能性が考えられる。過
剰適応者は不合理な信念における「⾃⼰期待」の
⾼さから（楠瀬, 2020），完璧な⾃分であろうと⾼
い期待を持っているために，他者に対してお返し
をしなければならないという⼼理的負債感を常
に持ち合わせているのかもしれない。また，過剰
適応者は⾒捨てられ抑うつが⾼いことから（⼭⽥, 
2010），SS を受け取った際に対⼈関係の不安が⽣
じ，関係の維持を⽬指して⼼理的負債感が⽣じる
というようなプロセスを辿っている可能性もあ
ると考える。さらに，対象によって互恵性による
影響が異なる可能性（堀江, 2011）があることか
ら，互恵性だけでなく，サポート相⼿など何かし
らの要因が含まれている可能性が考えられる。本
研究では SS の測定時に思い浮かべた相⼿の統制
をしなかったことにより，SS の相⼿という要因
が含まれ，結果が⽣じなかったのかもしれない。 

研究 2 
1.⽬的 

過剰適応者が実際にどのような SS の提供及び
受け取りをしたと考えているのかについて，その
時の⼼情や対応，⼼理的負債感の程度を尋ね，他
群との⽐較及び共通点を⾒出すことによって，よ
り詳細に検討することを⽬的とする。 
2.⽅法 

1）調査対象者と⼿続き 研究 1 の対象者より
各群 2 名ずつ抽出した⼤学⽣ 8 名（平均 19.00
歳，SD = 1.31）に対し半構造化⾯接を実施した。 

2）調査内容 最も提供している SS，提供した
中で⾃信のない SS について，①サポート内容，
②提供相⼿，③⼼情をそれぞれ尋ねた。また，受
け取って嬉しかった SS，受け取って困った SS に
ついて，①サポート内容，②受取相⼿，③⼼情，
④対応，⑤⼼理的負債感についてそれぞれ尋ねた。 
3.結果と考察 

KJ 法を⽤いた分析の結果，過剰適応群は他群
とは異なり，SS に対する⾃信の有無に限らず，
どのような相⼿に対しても SS を提供しているこ
とが⽰された。中でも⾃⾝に何かしらの影響を与

えるサポートを提供している⼀⽅で，他者を実務
的に助けたり集団という苦⼿な場で奉仕したり
するサポートに⾃信がないことが⽰された。加え
て，サポートの提供時には，他群とは異なりサポ
ートを提供する⾃⾝に⽬を向けやすいことが⽰
唆された。以上より，過剰適応者は他者と関わる
中で⾃⾝に⽬が向きやすく，⾃⾝の⼒量が試され
るサポートでは，サポートを提供したという認識
を持つことが出来ない可能性があるといえる。 

受け取る SS では，過剰適応群は深い仲の友⼈
や両親という限定された相⼿から SS を受け取る
ことが⽰された。また，他群とは異なり，⽇常⽣
活で⽣じる些細な⽋点を補うサポートに嬉しさ
を感じると同時に申し訳ない気持ちも⽣じてい
ることが⽰された。加えて，他群ではサポートに
対する満⾜感から⼼理的負債感が⾼まる⼀⽅で，
過剰適応群では相⼿に負担をかけたと感じるこ
とで⼼理的負債感を⾼めることが⽰唆された。ま
た，他群とは異なり，⾃⾝に何かしらの対応が求
められるサポートを受け取ることに，困り感や相
⼿に対するネガティブな感情を抱く⼀⽅で，あり
がたさも感じることが⽰された。加えて，他群で
はその場しのぎの対応をしていた⼀⽅で，過剰適
応群では本⼼を⾔葉にしたり，⽂句を⾔ったりす
ることが⽰された。そして，困ったサポートであ
っても，サポートを提供してくれたことに対する
ありがたさを⾒出し，⼼理的負債感を掻き⽴てる
可能性が⽰唆された。以上より，過剰適応者は親
密度の⾼い⼈に対しては⾃⾝の弱みを⾒せ，本⼼
で対応する⼀⽅で，どのようなサポートであって
も⼼理的負債感が⽣じており，それを強める要因
はサポートによって異なることが⽰された。 

総合考察 
過剰適応者の⼼理的負債感が⾼いことが⽰さ

れたものの，そこにはサポートの内容やサポート
の感じ⽅，時間経過や相⼿など，互恵性のみでは
説明しきれない様々な要因が関係している可能
性が考えられる。したがって，今後は家族や友⼈
など，過剰適応や SS 相⼿を対象別に測定して受
け取った SS ごとの⼼理的負債感を測るなど，よ
り詳細に検討する必要があるだろう。 
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